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図書館での調べものについての基礎知識 

☆図書館で本を探すには？ 

図書館内に設置しているOPAC
オ パ ッ ク

（利用者検索端末）や図書館ホームページ

から利用できるWEB
ウ ェ ブ

-OPAC
オ パ ッ ク

（インターネット利用者検索端末）で資料を検

索することができます。 

 

OPAC画面 

検索するときはAND検索（入力した

キーワード を含む ）を上手く活用

しましょう。 

 

「東京オリンピック」で見つけたい

資料が見当たらない場合 

「東京 オリンピック」と間にスペ

ースを入れ区切って検索することで、

より多くの資料がHITするようになります。 

また、「五輪」と「オリンピック」のように同じ意味の言葉でも違う表現を

している資料もあります。キーワードの組み合わせ次第で検索結果も変わ

るので試してみましょう。 

 

検索される資料が多すぎるときは、 

絞り込む を使うと「この館に今あるも

の」や「この館で所蔵しているもの」

だけを表示することができます。 
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背のラベル 

図書館内に設置しているOPAC
オ パ ッ ク

では、資料についてのレシートを印刷する

ことができます。 

 

所蔵館 

本を置いている館を示します。 

「大井」以外の場合は、予約して各館

への取り寄せが可能です。 

 

排架場所 

大井に所蔵がある場合、「開架」「事務

室」「倉庫」が表示されます。 

「事務室」「倉庫」と表示されている資

料は、図書館スタッフがお持ちします

ので、資料のレシートをカウンターで

ご提示ください。 

 

 

請求記号 

本の場所を示します。本の背に貼られたラベルと一致しており、分類番号と図

書記号から成り立っています。 

 

例：桝本直文著『オリンピックは平和の祭典』 

 

→分類番号：780.6 

→図書記号：著者「桝本直文」の頭文字「マ」 

※日本の現代小説（913.6）と旅行ガイドはラベルがありません。 

 

 

 

 

780.6 

マ 
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品川区立図書館の本は、日本十進分類法によって整理されていますが、 

一部、別置きにしている資料があります。 

 

 

※別置きされている資料 

 請求記号の前にアルファベットがついている資料は、コーナーごとにま

とめて配置されています。（館内案内図を参照） 

 

 

 

 

 

 

※「所蔵データはありません」と印字されている場合 

 品川区内のどの図書館にも所蔵していない資料です。 

 品川区内に在住の方（水色の利用カードをお持ちの方）は、リクエスト

が可能です。 

 

 

 

B（文庫）、R（参考資料）、V（大型資料）、 

G（旅行ガイド）、L（大活字本）、T（地域資料）、 

「589」「59」で始まる本（家事に関する本） 
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大河ドラマの登場人物について調べる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人名事典には他にも『戦国人名事典（R281/セ）』『明治維新人名辞典

（R281/メ）』などがあります。 

架空の人物であったり、史実よりも創作として有名であったりする場合は

『日本架空伝承人名事典（R281/ニ）』もお使いいただけます。 

また、まずは『広辞苑（R813/コ/1）』や『日本国語大辞典（R813/ニ）』

で調べてみるという方法もあります。 

 

 

  

排架区分 請求記号 書名（著者・出版社・出版年） 

参考資料 R281/コ/ コンサイス日本人名事典 

（三省堂編修所/編 他・三省堂・2009） 

『鎌倉殿の 13 人』に出てくる「文覚」に

ついて知りたいのだけど。 

謎の僧ってどういうことですか？ 

はい、文覚についてお調べですね。 

「人物」を調べるには次のような資料が

あります。 
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国史大辞典とは、全 15 巻からなる最大級の日本歴史大百科です。 

日本歴史の全領域を網羅しています。 

 

 

 

 

 

 

 

排架区分 請求記号 書名（著者・出版社・出版年） 

参考資料 R210/コ/13 国史大辞典 13 

（国史大辞典編集委員会/編・吉川弘文館・1992） 

どういう人物か、もう少し詳しく載って

いる本はありませんか？ 

では、こちらの資料はいかがでしょうか。 

モノクロですが文覚の画像も載っています。 

平家物語にも出てくる人物だそうですよ。 

神護寺復興に力を尽くし、その動機や寺僧の守る

べきことを書いたものが「文覚四十五箇条起請文

（神護寺旧記）」となります。 

この資料によると、真言宗の僧であったようで

すね。俗名は遠藤盛遠。後白河法皇の怒りに触

れて流された先の伊豆で源頼朝と知り合った

とあります。 
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郷土資料事典は都道府県別に 1冊にまとまったシリーズ。 

調べたい人物の出身地、施設の所在地が分かっているときに便利です。 

排架区分 請求記号 書名（著者・出版社・出版年） 

参考資料 R210/コ/7 国史大辞典 7 

（国史大辞典編集委員会/編・吉川弘文館・1986） 

排架区分 請求記号 書名（著者・出版社・出版年） 

開架 G291/キ/26 郷土資料事典 26 ふるさとの文化遺産 

（ゼンリン・1997） 

神護寺と『文覚四十五箇条起請文』はこの資料に

も詳しく書かれています。 

神護寺は京都府にあるのでシリーズの 26 巻に載

っています。 

関連項目の「文覚四十五箇条附官符」は「神護

寺旧記」という見出しで『国史大辞典』7 巻に

記載があります。 

こちらにも画像がありますね。 

この部分が後白河法皇の手形と直筆のようです。 

「文覚四十五箇条附官符」とは、「文覚四十五箇条

起請文」に官符という付録が付いています、とい

う意味です。 

。 
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●『神護寺四十五箇条起請文』（京都大学附属図書館所蔵） 

https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/item/rb00006171 

 

●弘法大師霊場遺迹本山 高雄山神護寺ホームページ 

http://www.jingoji.or.jp/ 

－神護寺「寺宝紹介」『文覚四十五箇條起請文』 

http://www.jingoji.or.jp/treasure06.html 

排架区分 請求記号 書名（著者・出版社・出版年） 

開架 V709.1/ア/6 朝日百科日本の国宝 6 

（朝日新聞社・1999） 

『文覚四十五箇条起請文』は国宝なんですね！ 

どこかで見ることはできそうですか？ 

はい、巻首と巻末はこちらにカラー写真が

載っていました。 

写本であればインターネット上で全文が公開さ

れていました。 

他、現物は特定の期間に神護寺で見られるよう

です。 
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排架区分 請求記号 書名（著者・出版社・出版年） 

開架 B913.6/フ/ 文豪たちが書いた耽美小説短編集 

芥川龍之介『袈裟と盛遠』 

（彩図社文芸部/編纂・2015） 

開架 B912.6/キ/ 父帰る・藤十郎の恋 菊池寛戯曲集 

『袈裟の良人』 

（菊池寛・岩波書店・2016） 

開架 YM/テ/7 火の鳥 7 

（手塚治虫・講談社・2012） 

ありがとうございました。 

これでドラマも楽しく見られそうです。 

また気になることがあればお手伝いさせ

てくださいね。 

平家物語以外に文覚（遠藤盛遠）が登場する

作品がいくつかありました。 

ご紹介しておきますね。 
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●国立国会図書館デジタルコレクション 

https://www.dl.ndl.go.jp/ 

国立国会図書館で収集・保存しているデジタル資料を閲覧できるサービス。 

一部資料（図書館送信資料）は、品川区立品川図書館でご覧になれます。 

 

●品川区立品川歴史館 

〒140-0014 東京都品川区大井 6-11-1 TEL:03-3777-4060 

古代から現代までの品川の歴史が学べる施設。 

図書資料室も併設されています。 

https://www.city.shinagawa.tokyo.jp/jigyo/06/historyhp/hsindex.html 

 

●鎌倉観光公式ガイド 特設サイト「鎌倉殿×13 人の重臣たち」 

https://www.trip-kamakura.com/site/2022kamakuradono/ 

鎌倉市観光協会による特設サイト。 

13 人の重臣とゆかりの地について詳しく紹介されています。 

印刷用のデータも配布中。ガイドブックを片手に観光をどうぞ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考 
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